
計
　
二
、
三
九
四
隻
。
八
〇
一
八
、
一
二
二
ト
ン

で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
、
建
造
数
は
、
計
一
、
三
〇
三
隻
。

三
、
三
六
七
、
六
八
七
ト
ン
で
あ
る
。
ま
た
、
護
衛
艦
の
主
力

海
防
艦
の
建
造
数
は
一
六
七
隻
で
あ
る
。

昭
和
二
十
年
六
月
二
十
八
日
現
在
の
、
海
上
護
衛
司
令
長
官

の
指
揮
す
る
兵
力
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

一
、
直
率
部
隊
　
第
九
〇
一
海
軍
航
空
隊
の
大
部
（
各
機
種
約

一
三
〇
機
）

。

二
、
第
一
護
衛
艦
隊
　
第
一
〇
二
戦
隊
（
海
防
艦
六
隻
）
第
一

〇
三
戦
隊
（
海
防
艦
一
〇
隻
）
第
一
海
防
隊
（
海
防
艦

五
隻
）
第
十
二
海
防
隊
（
海
防
艦
三
隻
）
第
二
十
一
海

防
隊
（
海
防
艦
六
隻
）
第
二
十
一
海
防
隊
（
海
防
艦
八

隻
）
其
ノ
他
（
各
種
艦
艇
約
八
隻
）

。

三
、
舞
鶴
鎮
守
府
部
隊
　
第
一
〇
五
戦
隊
（
鹿
島
、
響
、
海
防

艦
四
隻
）
第
三
十
一
海
防
隊
（
海
防
艦
七
隻
）
其
ノ
他

（
約
四
隻
）

。

大
湊
警
府
部
隊
　
第
一
〇
四
戦
隊
（
海
防
艦
六
隻
）
第

十
一
海
防
隊
（
海
防
艦
三
隻
）
第
九
〇
三
航
空
隊
（
各

機
種
六
六
機
）
其
ノ
他
（
各
種
艦
艇
約
二
十
隻
）

。

鎮
海
警
府
部
隊
　
直
率
部
隊
（
小
艇
）

。

第
七
艦
隊
　
直
率
部
隊
（
駆
逐
艦
四
隻
、
海
防
艦
四
隻
）

―
第
九
特
別
根
拠
地
隊
―

「
あ
あ
わ
が
戦
友
山
尾
隊
」
　 

長
崎
県
　
山
尾
蔦
樹
　 

私
の
出
生
地
は
長
崎
県
東
彼
杵
郡
波
佐
見
町
永
尾
二
九
六
で
、

大
正
十
一
年
十
月
十
五
日
に
生
れ
ま
し
た
。

昭
和
十
四
年
十
二
月
一
日
、
江
田
島
の
海
軍
兵
学
校
（
七
十

一
期
生
）
に
入
校
。
昭
和
十
七
年
十
一
月
十
四
日
、
海
軍
少
尉

候
補
生
を
拝
命
し
卒
業
し
ま
し
た
。

そ
の
後
、
約
二
か
月
間
、
戦
艦
「
扶
桑
」
に
乗
り
、
江
田
島

を
中
心
に
瀬
戸
内
海
で
艦
隊
実
務
演
習
を
受
け
ま
し
た
。
艦
隊

実
務
演
習
を
終
え
た
昭
和
十
八
年
一
月
十
五
日
、
宮
中
に
拝
謁

を
許
さ
れ
ま
し
て
、
宮
中
三
殿
の
参
拝
を
済
ま
せ
ま
し
た
。

同
日
、
私
は
第
九
特
別
根
拠
地
司
令
部
付
を
命
ぜ
ら
れ
、
佐

世
保
を
出
港
、
台
湾
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
（
マ
ニ
ラ
）

、
ボ
ル
ネ
オ
、



ス
マ
ト
ラ
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
を
経
て
マ
レ
ー
シ
ア
半
島
の
ピ
ナ

ン
へ
着
任
し
ま
し
た
。
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
を
通
過
す
る
時
に
は
、

山
下
奉
文
大
将
（
第
二
十
五
軍
司
令
官
）
と
パ
ー
シ
バ
ル
中
将

（
英
軍
司
令
官
）
の
無
条
件
降
伏
に
至
っ
た
歴
史
を
想
い
、
士

気
を
鼓
舞
し
た
も
の
で
あ
り
ま
し
た
。
日
本
海
軍
戦
網
の
最
西

端
ピ
ナ
ン
は
、
も
と
イ
ギ
リ
ス
の
保
養
地
で
あ
っ
た
。
一
度
山

へ
入
る
と
、
キ
バ
の
な
い
猪
（
野
豚
か
）

、
沼
地
に
は
ワ
ニ
が
群

を
な
し
、
二
メ
ー
ト
ル
以
上
も
あ
る
大
ト
カ
ゲ
な
ど
が
生
息
し

て
い
る
状
況
で
し
た
。

当
地
で
、
甲
板
士
官
、
衛
兵
司
令
な
ど
を
勤
務
、
実
戦
訓
練

演
習
は
三
日
間
も
連
続
し
ま
し
た
。
疲
労
の
た
め
隣
を
行
軍
し

て
い
た
準
士
官
が
、
ド
ブ
田
の
中
に
落
ち
、
そ
の
田
の
中
で
軍

刀
の
鯉
口
が
切
れ
、
抜
き
身
が
転
げ
か
け
た
準
士
官
の
腹
に
刺

さ
り
、
出
血
多
量
で
絶
命
す
る
と
い
う
惨
事
に
も
遭
い
、
厳
し

い
演
習
の
連
続
で
し
た
。

駆
逐
艦
で
陸
軍
の
輸
送
船
団
の
護
送
任
務
に
つ
き
、
操
舵
司

令
中
、
急
に
デ
ン
ク
熱
に
か
か
り
、
高
熱
と
共
に
腰
が
立
た
な

く
な
り
、
寝
込
ん
で
し
ま
っ
た
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。

昭
和
十
八
年
六
月
一
日
、「
海
軍
少
尉
に
任
ず
」
と
い
う
電

報
と
、「
第
一
期
兵
器
整
備
学
生
を
命
ず
」
と
の
指
令
を
受
け
、

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
を
経
て
、
空
路
羽
田
経
由
洲
ノ
崎
海
軍
航
空
隊

（
現
在
の
千
葉
県
鋸
山
市
）
の
学
生
舎
へ
移
動
し
ま
し
た
。

兵
器
学
生
の
教
育
は
、
航
空
射
撃
、
雷
爆
撃
、
航
空
写
真
、

通
信
・
電
報
探
知
機
（
電
探
）

、
暗
号
な
ど
極
秘
の
教
育
で
、
共

に
学
ん
で
苦
労
し
た
期
友
生
の
面
影
が
今
で
も
目
に
浮
び
ま
す
。

当
時
の
電
探
は
、
型
の
大
き
な
真
空
管
付
の
も
の
で
今
考
え

る
と
幼
稚
な
も
の
に
思
え
ま
す
が
、
そ
れ
で
も
む
ず
か
し
い
操

作
の
教
育
を
う
け
た
こ
と
を
思
い
だ
し
ま
す
。

昭
和
十
九
年
三
月
十
五
日
、
第
三
十
五
魚
雷
調
整
班
長
を
命

ぜ
ら
れ
、
四
鎮
（
佐
世
保
・
呉
・
舞
鶴
・
横
須
賀
の
鎮
守
府
）

か
ら
約
百
五
十
名
の
隊
員
を
得
ま
し
て
門
司
港
に
集
結
し
、
サ

イ
ゴ
ン
に
向
か
う
こ
と
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
戦
況
が

変
化
し
、
台
湾
の
新
竹
へ
行
先
が
変
更
に
な
り
ま
し
た
。

新
竹
に
着
任
し
、
新
竹
航
空
隊
の
片
隅
の
兵
舎
に
入
り
、
施

設
七
五
Ｋ
の
高
圧
ポ
ン
プ
二
基
を
備
え
た
ポ
ン
プ
室
を
設
置
、

内
地
の
二
十
一
空
■
か
ら
輸
送
さ
れ
た
航
空
魚
雷
の
調
整
等
に

従
事
し
ま
し
た
。
当
時
米
軍
艦
隊
は
沖
縄
海
域
に
集
結
し
て
お

り
、
当
方
は
こ
れ
に
向
け
て
の
航
空
魚
雷
に
よ
る
攻
撃
を
行
う



た
め
、

出
撃
前
の
飛
行
機
の
魚
雷
搭
載
に
多
忙
を
極
め
ま
し
た
。

同
年
十
月
頃
に
な
る
と
、

米
軍
機
の
空
爆
回
数
が
多
く
な
り
、

兵
舎
、
施
設
、
魚
雷
な
ど
飛
行
場
の
片
隅
に
あ
る
施
設
は
空
爆

の
目
標
に
な
り
や
す
い
こ
と
か
ら
、

新
竹
十
八
尖
山
に
作
業
所
、

格
納
庫
を
移
す
作
業
に
も
多
忙
を
極
め
ま
し
た
。

沖
縄
の
戦
況
も
熾
烈
を
き
わ
め
、
特
攻
隊
に
よ
る
米
軍
艦
隊

へ
の
体
当
た
り
の
ニ
ュ
ー
ス
が
伝
わ
っ
て
き
ま
し
た
。
私
は
矢

も
盾
も
た
ま
ら
ず
、
〝
死
に
お
く
れ
ま
じ
〟
と
飛
行
服
に
身
を

固
め
、
日
の
丸
の
鉢
巻
き
を
し
て
、
第
二
十
九
航
空
隊
司
令
部

の
参
謀
室
へ
行
き
「
特
攻
に
出
し
て
く
れ
」
と
頼
み
に
行
き
ま

し
た
が
「
部
下
と
魚
雷
を
ど
う
す
る
か
、
貴
様
の
命
は
俺
が
預

か
る
」
と
ど
な
ら
れ
、
追
い
出
さ
れ
た
こ
と
を
思
い
起
し
ま
す
。

ま
た
、
昭
和
二
十
年
八
月
十
五
日
、
天
皇
陛
下
の
終
戦
詔
勅

を
聞
い
て
、
自
決
す
べ
く
山
頂
に
上
が
り
、
拳
銃
を
と
り
出
し
、

短
刀
の
■
を
払
っ
た
途
端
、
部
下
か
ら
羽
交
締
め
に
さ
れ
自
決

が
で
き
な
か
っ
た
こ
と
な
ど
、
今
に
し
て
思
え
ば
実
に
恥
ず
か

し
い
し
、
身
の
毛
も
よ
だ
つ
思
い
が
し
て
、
〝
あ
の
頃
は
若

か
っ
た
な
ー
〟
と
走
馬
灯
の
よ
う
に
思
い
出
が
走
り
ま
す
。

残
念
で
な
ら
な
い
の
は
、
新
竹
に
お
い
て
十
八
名
の
部
下
を

米
軍
の
空
爆
に
よ
っ
て
亡
く
し
た
こ
と
で
す
。
な
か
で
も
、
軍

務
命
令
で
外
に
行
っ
て
い
た
部
下
が
一
日
早
く
現
隊
復
帰
し
た

た
め
、
そ
の
空
爆
の
犠
牲
と
な
り
ま
し
た
。
人
間
の
運
命
を
目

の
前
で
見
た
感
じ
が
し
ま
し
た
。

昭
和
二
十
年
八
月
十
五
日
以
降
も
現
任
務
続
行
と
い
う
命
令

が
出
ま
し
た
。
程
な
く
し
て
私
の
部
隊
は
解
散
し
農
耕
班
と
な

り
ま
し
た
。

私
は
第
二
十
九
航
空
戦
隊
司
令
部
付
を
命
ぜ
ら
れ
、

残
務
整
理
に
あ
た
り
ま
し
た
。

昭
和
二
十
一
年
三
月
、
台
中
か
ら
汽
車
に
乗
り
キ
ー
ル
ン
港

に
至
り
、
こ
こ
か
ら
出
港
し
て
鹿
児
島
港
に
復
員
し
ま
し
た
。

復
員
当
時
の
階
級
は
海
軍
大
尉
で
年
齢
は
二
十
三
歳
で
あ
り

ま
し
た
。
復
員
後
の
昭
和
二
十
一
年
五
月
、
中
学
校
の
同
級
生

の
妹
と
結
婚
し
ま
し
た
。

私
は
Ｂ
項
該
当
追
放
（
職
業
軍
人
で
あ
っ
た
た
め
、
公
職
に

つ
け
な
い
）
の
た
め
職
が
な
く
、
し
か
し
遊
ん
で
い
る
わ
け
に

は
ゆ
か
ず
、
昭
和
二
十
四
年
佐
世
保
駐
留
米
海
軍
（
渉
外
管
理

事
務
所
）
の
通
訳
と
し
て
勤
務
し
ま
し
た
。

昭
和
二
十
七
年
海
上
自
衛
隊
に
応
募
し
ま
し
た
が
病
気
の
た

め
失
格
と
な
り
ま
し
た
。
肺
浸
潤
で
肺
葉
切
除
の
大
手
術
を
受



け
、
嬉
野
国
立
病
院
で
昭
和
二
十
七
年
か
ら
三
十
一
年
間
の
闘

病
生
活
と
ア
フ
タ
ー
ケ
ア
ー
の
病
床
生
活
を
送
り
ま
し
た
。
病

気
も
よ
う
や
く
癒
え
、
地
元
伝
統
の
基
幹
産
業
で
あ
る
陶
磁
器

の
錦
上
絵
付
作
業
を
や
り
な
が
ら
、
波
佐
見
町
町
議
会
議
員
と

し
て
七
期
を
終
え
ま
し
た
。
そ
の
間
長
崎
県
町
村
監
査
委
員
会

連
合
会
会
長
三
期
、
郡
連
合
会
会
長
を
三
期
勤
め
ま
し
た
。

私
が
関
係
し
た
第
三
十
五
魚
雷
調
整
班
、
海
軍
イ
一
二
一
部

隊
時
代
の
戦
友
と
戦
友
会
を
組
織
し
、
戦
友
会
の
名
称
を
「
山

尾
会
」
と
名
付
け
、
昭
和
四
十
六
年
に
第
一
回
の
会
合
を
開
催

し
、
現
在
ま
で
二
十
回
以
上
の
開
催
に
至
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
戦
友
会
は
日
本
列
島
各
地
に
わ
た
り
、
慰
霊
祭
も
併
せ

て
行
っ
て
い
ま
す
。
戦
死
者
、
戦
没
者
、
物
故
者
の
遺
族
を
訪

問
し
、
八
十
八
歳
、
九
十
五
歳
の
両
親
ら
と
語
ら
っ
た
こ
と
も

あ
り
ま
し
た
。

昭
和
五
十
三
年
に
は
、
台
湾
新
竹
州
知
事
の
許
可
を
得
て
、

戦
友
十
二
名
と
共
に
、
新
竹
の
地
に
赴
き
、
墓
標
を
建
て
慰
霊

祭
を
行
い
ま
し
た
。
現
在
も
新
竹
の
先
生
に
墓
地
・
墓
標
の
管

理
を
お
願
い
し
て
い
ま
す
。

平
成
二
年
十
月
十
三
日
に
は
私
の
地
元
に
あ
る
九
州
八
十
八

か
所
第
六
十
六
番
霊
場
「
東
前
寺
」
に
お
い
て
高
さ
約
五
十
セ

ン
チ
の
大
日
如
来
像
（
本
彫
刻
）
十
三
体
の
入
魂
式
を
行
い
、

戦
友
と
共
に
五
十
回
忌
慰
霊
祭
を
行
っ
て
戦
死
者
の
遺
族
に
贈

り
ま
し
た
。

会
員
も
年
々
減
っ
て
い
き
ま
す
が
、
何
度
会
っ
て
も
苦
し

か
っ
た
こ
と
、
楽
し
か
っ
た
こ
と
な
ど
を
夜
を
徹
し
て
話
に
華

を
咲
か
せ
て
、
こ
の
時
ば
か
り
は
昔
に
帰
っ
た
気
持
ち
に
ひ
た

り
ま
す
。
戦
友
の
子
供
さ
ん
の
結
婚
の
世
話
や
数
件
の
媒
酌
人

（
中
に
は
横
浜
ま
で
行
っ
た
）
を
勤
め
た
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。

私
の
三
人
の
娘
は
既
に
縁
付
き
、
外
孫
七
人
い
て
、
我
が
家

は
妻
と
の
二
人
暮
し
に
な
り
ま
し
た
。
こ
の
頃
は
女
房
の
方
が

強
く
な
っ
て
「
山
尾
会
」
の
時
だ
け
は
一
番
上
座
に
座
る
こ
と

が
出
来
る
の
で
楽
し
く
や
っ
て
い
ま
す
。

あ
の
当
時
下
士
官
で
あ
っ
た
方
が
現
在
で
は
偉
く
な
ら
れ
、

中
に
は
県
知
事
さ
ん
と
対
等
に
話
の
で
き
る
有
力
な
人
や
ら
、

多
角
経
営
で
業
績
を
上
げ
た
金
満
家
も
お
ら
れ
て
、
誠
に
愉
快

で
あ
り
ま
す
。

私
も
今
ま
で
、
幅
広
い
役
職
に
つ
い
て
い
ま
し
た
が
、
大
半

は
や
め
て
、
今
は
軍
人
軍
属
恩
欠
者
全
国
連
盟
長
崎
県
連
合
会



長
、
地
元
の
波
佐
見
支
部
長
を
兼
務
し
て
い
ま
す
。

〝
柳
に
風
折
れ
な
し
〟
と
い
い
ま
す
が
柳
の
小
枝
に
吹
き
つ

け
る
風
は
厳
し
か
っ
た
の
で
す
。
中
学
四
年
か
ら
海
兵
の
門
を

く
ぐ
り
、
微
分
、
積
分
も
分
か
ら
な
い
ま
ま
に
海
兵
か
ら
一
年

生
の
最
初
の
期
末
テ
ス
ト
を
病
室
に
入
室
中
に
受
け
、
終
戦
後

は
、
肺
切
除
の
大
手
術
を
し
て
海
上
自
衛
隊
に
不
合
格
な
ど
で

す
。し

か
し
、
二
度
と
な
い
生
涯
も
清
貧
に
甘
ん
じ
て
自
ら
を
戒

め
、
今
だ
に
あ
の
五
省
を
座
右
の
銘
と
し
て
、
同
期
の
桜
を
口

ず
さ
み
な
が
ら
〝
俺
の
人
生
拙
な
れ
ど
佳
な
り
〟
と
自
画
自
賛

の
日
々
を
送
っ
て
い
ま
す
。

あ
ゝ
我
が
戦
友
山
尾
隊

祖
国
の
危
急
に
召
さ
れ
き
て

横
空
基
地
の
桜
の
下

運
命
は
共
に
胸
に
秘
め

あ
ゝ
我
が
戦
友
山
尾
隊

早
靹
浦
を
船
出
し
て

夕
日
に
沈
む
島
影
に

瞼
に
浮
ぶ
ふ
る
郷
の

夕
餉
た
の
し
き
い
ろ
り
端

征
く
地
も
知
ら
ず
異
国
と

進
む
船
団
あ
し
重
く

敵
潜
脅
威
の
海
原
に

明
日
の
運
命
を
誰
ぞ
知
る




